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オンラインもオフラインも　　　　　
振興センターで！！

福岡県中小企業振興センター
福岡市博多区吉塚本町９番１５号　　TEL：092-622-0011

JR吉塚駅徒歩 1分 Wi - Fi 完備

【16名利用時】【16名利用時】

【会議室】

2時間 7,480円～
（15名程度）

テレワークに最適な
『ワンコイン

スペース』

多様なニーズに
対応可能な
各種『会議室』

【バックパネル使用時】【バックパネル使用時】

【ワンコインスペース】

1日500円（税込）
（9：00～17：00）
途中入退出ＯＫ

※Web会議等でバックパネル使用の
場合330円が別途必要です。
（イヤホンマイクはご持参くださ
い。）
※お茶（280ml）1本サービスです。

安心 快適な
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「増加した」の回答は前回調査の16.3％から17.7％に
増えて、「減少した」も前回の23.7％から24.3％に増え
た。結果、DIが前回のマイナス7.4からマイナス6.6とわ
ずかに改善した。業種別では全12業種のうち、「鉄鋼・
非鉄」「金属」「機械」「輸送」「ゴム」「その他」「サービス業」
で減少が増加を上回る。増加が減少を上回ったのは「繊
維」「ソフトウェア」「卸売・小売業」。「電機」「プラスチッ
ク」は増加と減少が同数だった。

売 上 額 DIのマイナス幅が縮小

「増加する」の回答が前回調査の14.3％から12.0％に
減り、「減少する」の回答が前回の19.7％から22.7％に
増えた。そのためDIはマイナス5.4からマイナス10.7と
マイナス幅が拡大した。「横ばい」回答が過半数は変わ
らず。業種別で増加が減少を上回ったのは「プラスチッ
ク」「繊維」のみ。マイナスが上回ったのは「鉄鋼・非鉄」
「金属」「機械」「電機」「輸送」「ゴム」「その他」「卸売・
小売業」「サービス業」。「ソフトウェア」は同数だった。

売上額の見通し
（３カ月位先） DIのマイナス幅が拡大

減少横ばい増加

「好転」が前回の9.3％から6.3％に減り、「悪化」も前
回の24.0％から21.0％に減ってDIは横ばいだが、マイ
ナス14.7と厳しい状況が続く。業種別では「ソフトウェ
ア」で好転が悪化を上回ったのを除き「悪化」の方が多
かった。

採 算 状 況

資 金 繰 り

DI横ばい

「上昇」回答が前回の14.7％から13.0％に減り、「下降」
回答も16.0％から15.7％に減った。DIは前回のマイナ
ス1.3からマイナス2.7とマイナス幅が拡大した。業種別
で上昇が下降を上回ったのは「電機」「輸送」「繊維」。
下降が上昇を上回ったのは「鉄鋼・非鉄」「金属」「機械」
「プラスチック」「その他」。「ゴム」は上昇と下降が同数
だった。

操  業  度
（ソフトウェア、卸売・小売業、サービス業は除く） DIマイナス続く

悪化不変好転 下降 未回答不変上昇未回答未回答

未回答 未回答

減少横ばい増加 未回答

「上昇」回答が前回の18.3％から13.0％に減り、「下降」
も前回の6.3％から5.7％に減少。DIは前回の12.0から
7.3へと下降した。業種別で上昇が下降を上回ったのは
「鉄鋼・非鉄」「金属」「機械」「輸送」「プラスチック」「ゴム」
「繊維」「卸売・小売業」。下降の方が多かったのは「電機」
「サービス業」。「その他」は上昇・下降が同数、「ソフ
トウェア」は上昇下降ともにゼロだった。

ＤＩ低下

「好転」は前回の4.7％から5.3％に増え、「悪化」が
16.0％から12.3％に減ってDIはマイナス11.3からマイ
ナス7.0となり、マイナス幅が縮小した。業種別で好転
が悪化を上回ったのは「鉄鋼・非鉄」「ソフトウェア」の
み。「プラスチック」「ゴム」「繊維」は好転悪化ともに
ゼロ。それ以外は悪化が好転より多かった。

販売価格
（受注単価） DIマイナス幅が縮小

下降横ばい上昇 悪化不変好転

DI（好転－悪化） DI（上昇－下降）

DI（上昇－下降） DI（好転－悪化）

DI（増加－減少） DI（増加－減少）

売上額見通しと販売価格のDI悪化
調査概要
調査対象：県内中小企業 300社
調査時点：令和５年１月集計
調査方法：アンケート調査方式（回収率 85％） 

概況
DIは、「売上額」のマイナス幅は縮小したが、「売上額の見通し」のマイナス幅が拡

大した。「販売価格」も落ち込む。「資金繰り」はマイナス幅が縮小する一方、「操業度」
はマイナス幅が拡大している。「採算状況」は横ばいだった。DIがプラスなのは販売価
格のみだった。

14.7% 49.9% 21.7%

※DIは増加した企業の割合から減少した企業の割合を引いたもの。
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「増加した」の回答は前回調査の16.3％から17.7％に
増えて、「減少した」も前回の23.7％から24.3％に増え
た。結果、DIが前回のマイナス7.4からマイナス6.6とわ
ずかに改善した。業種別では全12業種のうち、「鉄鋼・
非鉄」「金属」「機械」「輸送」「ゴム」「その他」「サービス業」
で減少が増加を上回る。増加が減少を上回ったのは「繊
維」「ソフトウェア」「卸売・小売業」。「電機」「プラスチッ
ク」は増加と減少が同数だった。

売 上 額 DIのマイナス幅が縮小

「増加する」の回答が前回調査の14.3％から12.0％に
減り、「減少する」の回答が前回の19.7％から22.7％に
増えた。そのためDIはマイナス5.4からマイナス10.7と
マイナス幅が拡大した。「横ばい」回答が過半数は変わ
らず。業種別で増加が減少を上回ったのは「プラスチッ
ク」「繊維」のみ。マイナスが上回ったのは「鉄鋼・非鉄」
「金属」「機械」「電機」「輸送」「ゴム」「その他」「卸売・
小売業」「サービス業」。「ソフトウェア」は同数だった。

売上額の見通し
（３カ月位先） DIのマイナス幅が拡大

減少横ばい増加

「好転」が前回の9.3％から6.3％に減り、「悪化」も前
回の24.0％から21.0％に減ってDIは横ばいだが、マイ
ナス14.7と厳しい状況が続く。業種別では「ソフトウェ
ア」で好転が悪化を上回ったのを除き「悪化」の方が多
かった。

採 算 状 況

資 金 繰 り

DI横ばい

「上昇」回答が前回の14.7％から13.0％に減り、「下降」
回答も16.0％から15.7％に減った。DIは前回のマイナ
ス1.3からマイナス2.7とマイナス幅が拡大した。業種別
で上昇が下降を上回ったのは「電機」「輸送」「繊維」。
下降が上昇を上回ったのは「鉄鋼・非鉄」「金属」「機械」
「プラスチック」「その他」。「ゴム」は上昇と下降が同数
だった。

操  業  度
（ソフトウェア、卸売・小売業、サービス業は除く） DIマイナス続く

悪化不変好転 下降 未回答不変上昇未回答未回答

未回答 未回答

減少横ばい増加 未回答

「上昇」回答が前回の18.3％から13.0％に減り、「下降」
も前回の6.3％から5.7％に減少。DIは前回の12.0から
7.3へと下降した。業種別で上昇が下降を上回ったのは
「鉄鋼・非鉄」「金属」「機械」「輸送」「プラスチック」「ゴム」
「繊維」「卸売・小売業」。下降の方が多かったのは「電機」
「サービス業」。「その他」は上昇・下降が同数、「ソフ
トウェア」は上昇下降ともにゼロだった。

ＤＩ低下

「好転」は前回の4.7％から5.3％に増え、「悪化」が
16.0％から12.3％に減ってDIはマイナス11.3からマイ
ナス7.0となり、マイナス幅が縮小した。業種別で好転
が悪化を上回ったのは「鉄鋼・非鉄」「ソフトウェア」の
み。「プラスチック」「ゴム」「繊維」は好転悪化ともに
ゼロ。それ以外は悪化が好転より多かった。
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（受注単価） DIマイナス幅が縮小
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売上額見通しと販売価格のDI悪化
調査概要
調査対象：県内中小企業 300社
調査時点：令和５年１月集計
調査方法：アンケート調査方式（回収率 85％） 

概況
DIは、「売上額」のマイナス幅は縮小したが、「売上額の見通し」のマイナス幅が拡

大した。「販売価格」も落ち込む。「資金繰り」はマイナス幅が縮小する一方、「操業度」
はマイナス幅が拡大している。「採算状況」は横ばいだった。DIがプラスなのは販売価
格のみだった。

14.7% 49.9% 21.7%

※DIは増加した企業の割合から減少した企業の割合を引いたもの。

17.7% 43.0% 24.3%

16.3% 46.0% 23.7%

21.7% 37.0% 26.3%

15.0%

13.7%30.0% 37.3% 19.0%

15.0%

14.0%

-4.6 -7.4 -6.6

11.0

50.3% 22.7% 15.0%

13.7%

14.3% 52.0% 19.7%

16.7%

12.0%

15.0%

14.0%

21.3% 47.0%

4.6
-5.4 -10.7-7.0

6.7%

6.3%18.3%

57.0%

61.4%

21.0%

61.3% 6.7%17.3%

66.3% 5.7%13.0% 15.0%

14.7%

15.3%

14.0%

14.3 12.010.6

7.3

64.4% 15.3%

4.7%

5.3%

64.6% 16.0%

15.0%

4.3% 67.1% 14.3%

5.3% 12.3%67.4%

14.3%

15.0%

14.7%

-10.0 -11.3

-7.0

-10.0

54.7% 23.3%

51.0% 25.3%

15.0%

8.3%

9.3% 52.7% 24.0%

6.3% 57.7% 21.0%

13.7%

15.0%

14.0%

8.7%

-14.7 -14.7-15.0 -16.6

52.1% 17.3%

14.7% 16.0%

14.7% 54.3% 16.0%

16.0%

14.3%

15.0%

13.0%

16.3%

55.3% 15.7%

18.3% 51.0%

3.6

-1.3 -2.7

-1.0

03Business Support Fukuoka  2023.3



D A T A 企業概要

ふくおか の
元気な企業を訪ねて。

Hello,
Company!

企 業 名 株式会社ダイチ
代 表 者 山本 大地

所 在 地 福岡県大牟田市四山町１０１－１７

T E L ０９４４－８５－７１１５

Ｕ Ｒ Ｌ https ://da ich i -psm.co . jp/

従 業 員 ４３人（２３年２月現在）

事業内容 鉄、非鉄のレーザー切断、精密板金加工、中板厚製缶加工

� 半導体製造装置用部品の出荷前検査

株式会社ダイチ
（大牟田市）

ダイチは、鉄やステンレス、アルミニウムといった素材による
精密板金加工や製缶加工、旋盤、マシニング加工を手掛けてい
ます。山本大地社長が「モノづくりを通じて社会貢献したい」
との思いから1997年に熊本県長洲町で創業しました。2019
年に福岡県大牟田市に工場を新設した際、本社機能を移転集
約。以来、「感謝」「信頼」「創意工夫」を行動規範に掲げ、確かな
技術力をモットーに、半導体製造装置や自動車製造ライン関
連部品製造などで、モノづくりにまい進しています。

No.84
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Hello,Company! No.84

M E S S A G E 経営者の声

〈お問い合わせ〉　情報取引推進課　TEL：092-622-6680

山本�大地　社長

（公財）福岡県中小企業振興センターが実施する商談会への参加や発注案件の相談により、取引
先が増えました。同センターのフクオカビジネスマッチングサイト（FBMS）にも登録しています。3
～5年後をめどに溶接と機械加工の新工場を建設できればと考えています。今後、2022年９月期に
５億1,000万円だった売上高を２倍に引き上げたいです。新工場は付加価値の高い精密加工に特化
し、お客さまの多種多様な精度要求にも応えることができる現場力を今後さらに高めていきます。

半導体分野の取引を強化

現在、東京エレクトロン九州（熊本県合志市）や荏原
製作所など大手半導体製造装置メーカーとの取引を強
化しています。中でも部品やフレーム関係の受注が増
えています。山本社長は、「（半導体受託製造最大手の）
台湾積体電路製造（TSMC）の熊本県への進出の影響だ
と思う」と話します。関東や関西の建築関係、昇降機
メーカー、半導体の水処理など、半導体周辺の関連企
業から提携も含めたビジネス提案もあるそうです。こ
の１年でダイチの売り上げの15-20％は半導体関連が
占めるようになりました。

強い生産体制を構築
ダイチの精密金属加工の強みは、高い技術力を持つ

社員とその組織力、さまざまな生産設備に見ることが
できます。これまで大手半導体製造装置メーカーから
の要求で、取引の準備期間に受注や設計、品質管理の
各現場の組織力を強化してきました。大手電機メー

カーOBを再雇
用したほか、速
やかに判断や意
思決定ができる
責任者を置いて
強い組織力と生
産体制を構築し
ました。工場内
はファブリギア
加 工 機 や レ ー
ザー加工機など、多様な加工機がフル稼働しています。

人材育成に注力
最近の材料

費高騰や人材
不足を注視し
ています。材
料の歩留まり
を向上させる
「ネスティン
グ」と呼ばれ
る対策を進め
ています。板

金加工の設計段階で、１枚の鋼板から切り出す材料の
レイアウトを工夫し無駄を少なくすることで、製作コ
ストの削減につなげています。また生産現場では優れ
た知識や経験を持つベテラン技術者を中心に人材を育
てています。ベトナム人の女性技能実習生は半年ほど
で基本的な溶接技術を習得するほど成長しました。山
本社長は「知識や経験を持ち、やる気がある人材はダ
イバーシティの考えに基づいて積極的に採用したい」
と意気込んでいます。

モノづくりを通じて社会に貢献

受注が増加するダイチの工場

女性やベテラン従業員が活躍する現場

ファブリギア加工機による切断の様子
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D A T A 企業概要

ふくおか の
元気な企業を訪ねて。

Hello,
Company!

企 業 名 協和商工株式会社
代 表 者 北 明
所 在 地 福岡市博多区那珂５－３－４１
T E L ０９２－４５１－１２６１
Ｕ Ｒ Ｌ https ://www.ksk21.co . jp
従 業 員 ２９人
事業内容 電子応用機器、画像処理装置、機械・コンピューターシステムの設計、開発、製造

� システム開発には技術の強みを生かす

協和商工株式会社
（福岡市）

協和商工は、福岡市内で多種多様な生産設備のシステム設
計・開発、製造を手掛ける設備メーカーです。電気、機械、ソフ
トウエアそれぞれのプロフェッショナルが顧客のニーズを聞き
取り、設計からシステム構築、アフターサービスに至るまで一気
通貫に取り組む、顧客第一のモノづくりが強みです。長年培っ
たノウハウを生かし、画像処理技術や協働ロボットを組み合わ
せるシステムインテグレーター（SIer）として、さまざまな顧客
の課題を解決します。

No.85
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Hello,Company! No.85

〈お問い合わせ〉　自動車産業支援課　TEL：092-622-0040

顧客に寄り添う
ソリューションを提供
カスタマイズで課題解決

人手不足が顕
在化する中、省
力化や自動化は
生産現場の課題
解決につながる
重要なテーマで
す。協和商工は
1972年の創業
以来、電気設計
や機械設計、ソ
フトウエア開発といった技術を構築し、顧客それぞれ
にカスタマイズした設備でソリューションを提供して
きました。梅津由紀宏アカウントマネージャーは「お
客さまの事業分野は食品、自動車、電子部品など多岐
にわたる」と説明します。

協働ロボットで生産現場改善へ
強化、推進する二つの

営業種目の一つが、協働
ロボットです。2020年
12月には、世界で高い
シェアを持つデンマー
クの協働ロボットメー
カー・ユニバーサルロ
ボットの認定システムイ
ンテグレーターとなりま
した。安全柵の設置が不
要で、作業者の傍らで
24時間働き続ける協働
ロボットは、労働力不足

の解消に向けて利用拡大が期待される領域です。上田
誠取締役統括本部長は「お客さまの生産現場の改善を
サポートしたい」と強調します。

蓄積してきた画像処理技術
もう一つが2000年代から培ってきた画像処理技術

です。同技術を用いた高速ラベル検査機の納品先は、
電子部品、食品関連企業などです。電子部品を取り付
けた基板の外観検査や食品パッケージの文字読み取り
のほか、半導体部品を入れるトレーの異物検査などに
実績があります。梅津アカウントマネージャーは「得
意とする半自動の検査装置製造に、蓄積した技術の強
みが生かされている」と胸を張ります。上田取締役は
今後について、「強化アイテムである協働ロボットや
画像診断装置を核に、機器周辺を含めたシステム全体
を構築するSIerを目指していく」とさらなる飛躍に向
けて意気込んでいます。

�上田�誠
取締役統括本部長

M E S S A G E 担当者の声

（公財）福岡県中小企業振興センターに支援いただく商談会の案内や加工業者の紹介などが、ビ
ジネスチャンスにつながっています。これからもチャンスを生かすためには、人材の確保や育成といっ
た生産体制の整備が欠かせません。若い人材を採用し、設計や営業部門で技術を継承していく。
さらに若手の設計者や製造スタッフには、世界に通用する力量をつけさせることが会社の責任だと考
えています。社訓の「共存共栄」という言葉が示す通り、お客さまや協力会社が一緒に発展してい
くように努めて参ります。

画像処理技術を用いた食品関連ラベル検査装置

生産現場の課題解決を熱く語る上田取締役
（左）と梅津アカウントマネージャー

ユニバーサルロボット認定SIer
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出所：福岡県商工政策課アンケート調査（令和元年６月～８月）より作成

 注  : 小規模企業の回答結果を集計している。 
出所 : 福岡県商工政策課アンケート調査（平成30年 6月~8月）より作成

売上拡大に取り組む上での課題（福岡県）

グラフdeふくおか

　福岡県では毎年、「中小企業の動向」及び「中小企業施策の実施状況」を取りまとめ、年次報告を作成しています。
本誌では、最新の年次報告から県内中小企業の動向について抜粋して連載します。
※年次報告の全体版はこちら
「中小企業の動向及び令和２年度中小企業振興施策の実施状況」
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/gyosei-shiryo/smepromotion-r2report.html

県内中小企業アンケート調査※1において、小規模事業者の売上拡大に取り組む上での課題について見ると、「人材の不足」、
「自社PRの不足」、「市場ニーズ等に関する情報の不足」など販路開拓に影響すると考えられる課題が上位に位置しました。
※1 アンケート調査の概要・・・調査対象：県内中小企業 1,209社　実施時期：平成30年6月～ 8月

県内中小企業アンケート調査※1において、小規模事業者の売上拡大に取り組む上での課題について見ると、「人材の不足」、
「自社PRの不足」、「市場ニーズ等に関する情報の不足」など販路開拓に影響すると考えられる課題が上位に位置しました。
※1 アンケート調査の概要・・・調査対象：県内中小企業 1,209社　実施時期：平成30年6月～ 8月

小規模企業の現状 /販路の開拓

ITツール・サービスの利用状況と売上傾向（小規模企業、福岡県）

ICT 化の進展は、小規模企業の売上拡大に大きな影響を及ぼします。
本県が実施したアンケート※1では、電子メールやクラウドサービスなど IT ツール・サービスを利用している小規模企業ほ

ど増収傾向が見られました。
※1 アンケート調査の概要・・・調査対象：県内中小企業 1,029社　実施時期：令和元年６月~８月

ICT 化の進展は、小規模企業の売上拡大に大きな影響を及ぼします。
本県が実施したアンケート※1では、電子メールやクラウドサービスなど IT ツール・サービスを利用している小規模企業ほ

ど増収傾向が見られました。
※1 アンケート調査の概要・・・調査対象：県内中小企業 1,029社　実施時期：令和元年６月~８月

ICTの活用

人材の不足

自社ＰＲの不足

経営に関する知識・ノウハウの不足

設備（店舗等含む）の老朽化・不足

資金繰り難

市場ニーズ等に関する情報の不足

自社の強み・弱み・問題点の把握不足

商品、サービス開発力の不足

技術に関する知識・ノウハウの不足

後継者の不足

地域資源活用に関する知識・ノウハウの不足

支援施策の情報の不足

その他
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スマートフォン・タブレット端末の活用（n=305）
SNSの利用（n=412）

自社ホームページの開設（n=400）
自社ホームページでの受発注や予約（n=158）

インターネット上での仕入・物品購入等の発注（n=249）
インターネットバンキングの利用（n=231）

クラウドサービスの利用（n=95）
この中に活用しているものはない（n=169）
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録ビジサポ実 福岡県の中小企業支援機関を紹介します。

１．内食向け食品開発支援について
新型コロナウイルス感染症の拡大を背景とした、在宅
時間の増加やリモートワークなど「新しい生活様式」の
定着に伴い、消費行動も変容しています。家庭内で調理
する内食化が進んでおり、まとめ買いやお取り寄せにも
対応可能な保存性を有し、かつ利便性・嗜好性に優れた
冷凍調理済食品等の売れ行きが好調です。
県内の食料品製造中小企業においても、新たな消費行
動に対応して、長期保存が可能で時短調理ができる冷凍
食品、チルド食品、レトルト食品、調味料等の内食向け
加工食品などの新規事業に挑戦し業績回復を図りたいと
のニーズが高まっており、生物食品研究所に多くの相談
が寄せられています。
そこで、生物食品研究所では、食品長期安定加工シ

ステム、食品粉末加工システム、食品成分マルチ分析シ
ステムを導入し、内食向け食品の加工及び評価機能を強
化しました。今回は新たに導入した設備をご紹介します。

２．チルド・冷凍食品等の試作に「食品長期安定加
工システム」
「スチームコンベクションオーブン」と「ブラストチラー

＆ショックフリーザー」から構成されています。スチームコ
ンベクションオーブンは、加熱調理（焼く・蒸す・煮る・
炒める・揚げる・炊く・茹でる・温める）や殺菌が可能な
装置です。ブラストチラー＆ショックフリーザーは、急速冷
却・急速冷凍が可能な装置です。惣菜、チルド食品、冷
凍食品などの試作・開発にご使用いただけます。

3．調味料や粉末スープ等の試作に「食品粉末加工
システム」

「ハンマーミル」、「スプレードライヤー」、「集塵機」か
ら構成されています。ハンマーミルにより乾燥食材の粉
末化が、スプレードライヤーにより液体食品の粉末化が
可能です。粉末化で飛散する微粉末を集塵機により回収
します。調味料や粉末スープなどの粉末食品の試作・開
発にご使用いただけます。

４．開発製品の品質評価に「食品成分マルチ分析シ
ステム」
おいしさに関与する呈味成分等の分析に必要な機器を
一台に集約した装置です。アミノ酸・有機酸・核酸関連
物質・糖などの分析が可能です。また、機能性に関与す
る未知成分や微量成分の分析が可能です。開発した製品
の評価にご使用いただけます。

　福岡県工業技術センターは、「研究開発」「人材育成」「技術相談・試験分析」「交流・連携」「情報発信」を主
な業務とした福岡県の技術支援機関です。県内中小企業や産業が抱える課題やニーズに関する技術を提供し、そ
の発展を支援します。

機関情報
■ 名 称：福岡県工業技術センター　生物食品研究所
■ 所在地：〒839-0861　福岡県久留米市合川町1465-5
■ T E L：0942-30-6215（食品課直通）　0942-30-6644（代表）
■ F A X：0942-30-7244
■ U R L：https://www.fitc.pref.fukuoka.jp/

内食向け食品開発支援と新規導入設備について

生物食品研究所の紹介

ハンマーミル スプレードライヤー 集塵機

食品成分マルチ分析システムスチームコンベクションオーブン ブラストチラー&ショックフリーザー

“創る”を“共に”　福岡の
あ　す

未来をひらく技術拠点　福岡県工業技術センター
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出所：福岡県商工政策課アンケート調査（令和元年６月～８月）より作成

 注  : 小規模企業の回答結果を集計している。 
出所 : 福岡県商工政策課アンケート調査（平成30年 6月~8月）より作成

売上拡大に取り組む上での課題（福岡県）

グラフdeふくおか

　福岡県では毎年、「中小企業の動向」及び「中小企業施策の実施状況」を取りまとめ、年次報告を作成しています。
本誌では、最新の年次報告から県内中小企業の動向について抜粋して連載します。
※年次報告の全体版はこちら
「中小企業の動向及び令和２年度中小企業振興施策の実施状況」
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/gyosei-shiryo/smepromotion-r2report.html

県内中小企業アンケート調査※1において、小規模事業者の売上拡大に取り組む上での課題について見ると、「人材の不足」、
「自社PRの不足」、「市場ニーズ等に関する情報の不足」など販路開拓に影響すると考えられる課題が上位に位置しました。
※1 アンケート調査の概要・・・調査対象：県内中小企業 1,209社　実施時期：平成30年6月～ 8月

県内中小企業アンケート調査※1において、小規模事業者の売上拡大に取り組む上での課題について見ると、「人材の不足」、
「自社PRの不足」、「市場ニーズ等に関する情報の不足」など販路開拓に影響すると考えられる課題が上位に位置しました。
※1 アンケート調査の概要・・・調査対象：県内中小企業 1,209社　実施時期：平成30年6月～ 8月

小規模企業の現状 /販路の開拓

ITツール・サービスの利用状況と売上傾向（小規模企業、福岡県）

ICT 化の進展は、小規模企業の売上拡大に大きな影響を及ぼします。
本県が実施したアンケート※1では、電子メールやクラウドサービスなど IT ツール・サービスを利用している小規模企業ほ

ど増収傾向が見られました。
※1 アンケート調査の概要・・・調査対象：県内中小企業 1,029社　実施時期：令和元年６月~８月
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ICTの活用

人材の不足

自社ＰＲの不足

経営に関する知識・ノウハウの不足

設備（店舗等含む）の老朽化・不足

資金繰り難

市場ニーズ等に関する情報の不足

自社の強み・弱み・問題点の把握不足

商品、サービス開発力の不足

技術に関する知識・ノウハウの不足

後継者の不足

地域資源活用に関する知識・ノウハウの不足

支援施策の情報の不足
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電子メールの利用（ｎ=662）

オフィスソフトの利用（n=557）
パッケージソフトの利用（n=327）

スマートフォン・タブレット端末の活用（n=305）
SNSの利用（n=412）

自社ホームページの開設（n=400）
自社ホームページでの受発注や予約（n=158）

インターネット上での仕入・物品購入等の発注（n=249）
インターネットバンキングの利用（n=231）

クラウドサービスの利用（n=95）
この中に活用しているものはない（n=169）

増加（１割以上） 横ばい（１割未満の減少～１割未満の増加） 減少（１割以上） その他

録ビジサポ実 福岡県の中小企業支援機関を紹介します。

１．内食向け食品開発支援について
新型コロナウイルス感染症の拡大を背景とした、在宅

時間の増加やリモートワークなど「新しい生活様式」の
定着に伴い、消費行動も変容しています。家庭内で調理
する内食化が進んでおり、まとめ買いやお取り寄せにも
対応可能な保存性を有し、かつ利便性・嗜好性に優れた
冷凍調理済食品等の売れ行きが好調です。
県内の食料品製造中小企業においても、新たな消費行

動に対応して、長期保存が可能で時短調理ができる冷凍
食品、チルド食品、レトルト食品、調味料等の内食向け
加工食品などの新規事業に挑戦し業績回復を図りたいと
のニーズが高まっており、生物食品研究所に多くの相談
が寄せられています。
そこで、生物食品研究所では、食品長期安定加工シ

ステム、食品粉末加工システム、食品成分マルチ分析シ
ステムを導入し、内食向け食品の加工及び評価機能を強
化しました。今回は新たに導入した設備をご紹介します。

２．チルド・冷凍食品等の試作に「食品長期安定加
工システム」
「スチームコンベクションオーブン」と「ブラストチラー

＆ショックフリーザー」から構成されています。スチームコ
ンベクションオーブンは、加熱調理（焼く・蒸す・煮る・
炒める・揚げる・炊く・茹でる・温める）や殺菌が可能な
装置です。ブラストチラー＆ショックフリーザーは、急速冷
却・急速冷凍が可能な装置です。惣菜、チルド食品、冷
凍食品などの試作・開発にご使用いただけます。

3．調味料や粉末スープ等の試作に「食品粉末加工
システム」

「ハンマーミル」、「スプレードライヤー」、「集塵機」か
ら構成されています。ハンマーミルにより乾燥食材の粉
末化が、スプレードライヤーにより液体食品の粉末化が
可能です。粉末化で飛散する微粉末を集塵機により回収
します。調味料や粉末スープなどの粉末食品の試作・開
発にご使用いただけます。

４．開発製品の品質評価に「食品成分マルチ分析シ
ステム」
おいしさに関与する呈味成分等の分析に必要な機器を
一台に集約した装置です。アミノ酸・有機酸・核酸関連
物質・糖などの分析が可能です。また、機能性に関与す
る未知成分や微量成分の分析が可能です。開発した製品
の評価にご使用いただけます。

　福岡県工業技術センターは、「研究開発」「人材育成」「技術相談・試験分析」「交流・連携」「情報発信」を主
な業務とした福岡県の技術支援機関です。県内中小企業や産業が抱える課題やニーズに関する技術を提供し、そ
の発展を支援します。

機関情報
■ 名 称：福岡県工業技術センター　生物食品研究所
■ 所在地：〒839-0861　福岡県久留米市合川町1465-5
■ T E L：0942-30-6215（食品課直通）　0942-30-6644（代表）
■ F A X：0942-30-7244
■ U R L：https://www.fitc.pref.fukuoka.jp/

内食向け食品開発支援と新規導入設備について

生物食品研究所の紹介

ハンマーミル スプレードライヤー 集塵機

食品成分マルチ分析システムスチームコンベクションオーブン ブラストチラー&ショックフリーザー

“創る”を“共に”　福岡の
あ　す

未来をひらく技術拠点　福岡県工業技術センター
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タイでの活動に関して
同社の海外展開は
今から約20年前にさ
かのぼり、韓国や台
湾の企業との技術提
携から始まっている。
そして、2015年から
は東南アジアでの展開

をにらみ、タイの企業であるRYU TECHNOLOGY
社（リューテクノロジー。以下、RYU社）の持つ
現地ネットワークを活用し、電動バルブアクチュ
エータをはじめとした西部電機の各種製品の販売
およびサービス提供を行っている。
電動バルブアクチュエータとは水・電力・化学プ

ラントなどの配管に設置されたバルブをモータの力
で開閉させ、流体の流量の調整などに用いられる
装置である。そのため、浄水施設や発電所を持つ
タイのインフラ系国営企業のほか、排水装置を備え
ている工場を持つ日系企業などをメインのクライア
ントとしており、その技術力の高さから厚い信頼を
得ている。また、タイで販売されている同製品につ
いては日本から完成品の輸入のほか、オーダーに
応じて部品だけを取り寄せてRYU社の工場で組み
立てる、いわゆるノックダウン生産したものを販売
するなど、サービス拠点だけでなく生産拠点もある
というのもタイで支持されている理由の一つである。

川本Ｍを含めて10名から構成されるRYU社の専
門チームは、主にセールスやサービス、生産など
の領域に分かれて、日々活動している。タイの同
製品のマーケットには、RYU社のほか、ヨーロッ
パや中国・韓国など競合がひしめき合っている。
「アジア勢とは価格で、ヨーロッパ勢とは、自社
に有利な規格・仕様を作れるかどうかのルールメ
イキングという点で競いあっている。特にタイでは
キーパーソンとどう人間関係を構築するかが重要
であり、腕のみせどころ。最近では、７年かけて積
み上げてきた信頼が着実に実を結んできているの
を感じている」と川本Ｍは笑顔を見せる。

今後の展望
1972年に西部電機が世界で初めて開発した非
常に細いワイヤによる電子放電で金型部品加工を
行うCNC付ワイヤ放電加工機からも目が離せない。

精度の高さが評価されてい
る同社の製品は、中国にお
けるスマートフォンや電子
部品、EV関連の生産急増
および半導体市場の急激な
市場拡大を受けて、高まる
ワイヤ放電加工機のニーズ
に対応すべく日本で新工場を建設中である。タイに
はメイン産業である自動車産業やエレクトロニクス
産業など大きな市場があり、その販売とサービスの
提供を本格化させていくことを検討中である。

　さらに、同社では生
産工場や物流センター
の現場で荷物の積み
下ろしや運搬などの業
務効率化・省人化さ
せるマテリアルハンド
リング（以下、マテハ
ン）（※）にも力を入れて

いる。これは、少子高齢化と生産年齢人口減少の
影響により不足する労働力をカバーできるほか、重
労働の物流業務からスタッフの負担を軽減させると
いう点でニーズがあるという。特に2017年からは
ロボティクスマテハンの商標を獲得し、ロボットと
の融合によりその拡充を図っている。川本Ｍは「高
齢化の進むタイではマテハンの様な自動化ニーズが
増えていくと考えられる。タイを中心に西部電機の
認知度を高めていき、ゆくゆくは東南アジアのワン
ストップサービスの拠点にしていきたい」と語って
おり、今後の更なる活躍に注目したい。
（※）具体的には、ピッキングシステムやパレタイジング・デ

パレタイジング（パレットに積み上げられた荷物の上げ・
下ろし）、コンピュータによる自動制御により商品を立体
的に整理し保管する立体自動倉庫などのこと、あるいは
その総称。

＜会社概要＞
企業名：西部電機株式会社
代表者：代表取締役社長　税所 幸一
所在地：福岡県古賀市駅東三丁目３番１号
U R L：https://www.seibudenki.co.jp/
事業内容：搬送機械、産業機械、工作機械等の製造・販売
従業員数：511名

企業名：RYU TECHNOLOGY CO.,LTD.（タイ パートナー会社）
代表者：Teerachai Rattanakamolporn
所在地：62/3 Rajapattana Rd, Rajpattana 

Saphansoong Bangkok, 10240
U R L：https://ryu.co.th/
事業内容：アクチュエータやワイヤカットマシン、工作

機械の輸入販売業
従業員数：27名（タイ人26名　日本人１名）

No .
250

〈お問い合わせ〉　情報取引推進課　TEL：092-622-6680

株式会社西部電機（本社：福岡県古賀市）は、搬送機械、産業機械、精密機械などを製造、
販売しており、中でもバルブアクチュエータは日本国内シェアNo.1を誇る企業である。このた
び、2023年１月からタイのパートナー会社にマネージャーとして赴任されたばかりの川本様
（以下、川本Ｍ）にお話を伺った。

西部電機株式会社／
RYU TECHNOLOGY CO., LTD.（タイパートナー会社）海

外
駐
在
員
レ
ポ
ー
ト

川本ＭとRYU社のニラダ様

電動バルブアクチュエータ

大川木型
福岡県大川市上巻437-1
事業内容： 鋳造用型製作、マスターモデル製作
従業員数：３名
敷地面積：180㎡
建屋面積：180㎡
創　　業：1970年
資 本 金：300万円

〈お問い合わせ〉　情報取引推進課　TEL：092-622-6680

わが社の強み
１．Ｐ（計画）、Ｄ（行動）、Ｃ（チェック）、
Ａ（アクション）サイクルを確実に実
施

２．計画の段階でFMEA（故障モード影
響解析）を実施して客先不具合や
後手間がないような型設計を実施

３．寸法はトリプルチェックにて出荷、
Aで改善を検討し、次回製品に反
映（VA実施）

TOPICS
・遠方の取引先様にも完全対応可能（実績あり）
・短納期にもフレキシブルに対応

企業詳細はこちら

企業詳細はこちら

企業詳細はこちら

久和原製作所
福岡県糟屋郡新宮町立花口418-15
事業内容：各種機械部品製造（主に旋盤およびフライス

加工）
従業員数：３名
敷地面積：440㎡
建屋面積：220㎡
創　　業：1989年

わが社の強み
各種機械部品製造 スリーブ、ブッシュ、フ
ランジ等の円筒形の旋盤加工を得意として
おります（最大外径φ275）。 旋盤加工をメイ
ンに可能な限り旋盤の後加工（フライス、
ボール盤加工)までを行っております。 ブッ
シュに関しては円周方向だけでなく軸方向
への内径油溝の加工も行っております。

TOPICS
先代からの60年以上の汎用旋盤の技術を継承し、現在に至っております。
単品、小ロット品を汎用旋盤で加工することによりNC旋盤よりも段取り
時間を短縮でき、加工時間の短縮が図れます。
弊社では最大で外径φ270x600程度までのスリーブの全加工（深く幅
の広い内径、外径の溝や、テーパー等を含む）を全て汎用旋盤にて行
います。
また、台形ネジ（ピッチ12までの実績あり）の加工も行っております。
ブッシュの内径に軸方向の油溝（Ｒ溝）を入れる事も可能です。
またNC旋盤（ミーリング機能付き）により、数ものにも対応致します。

株式会社 新大倉
福岡県北九州市小倉北区真鶴２丁目5-16
事業内容： プラント設備の

・ 電気工事、電気通信工事、電気設備保守
点検、電気計装メンテナンス業務

・機械器具設置工事、管工事
・ 解体工事、建築一式工事

従業員数：180名
創　　業：1948年
資 本 金：4,500万円

わが社の強み
・基幹産業、発電および環境装置部
門における電気設備・計装の設
計、施工監理、保全（キャリブレー
ション）

・医薬工場における土木・建築・機
械器具・配管・電気設備・計装の
設計、施工監理、バリデーション

TOPICS
昨今、話題になっている「インボイス制度」に関しては、社内
での運用制度を整備しており、安心したお付き合いをご提供で
きます。

今月のモノづくりPICK UP！企業

バンコク事務所
副所長

西田　光孝

CNC付ワイヤ放電加工機

マテリアルハンドリング
（FAシステム）
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従業員数：511名
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No .
250

〈お問い合わせ〉　情報取引推進課　TEL：092-622-6680
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川本ＭとRYU社のニラダ様

電動バルブアクチュエータ

大川木型
福岡県大川市上巻437-1
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敷地面積：180㎡
建屋面積：180㎡
創　　業：1970年
資 本 金：300万円

〈お問い合わせ〉　情報取引推進課　TEL：092-622-6680
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Ａ（アクション）サイクルを確実に実
施

２．計画の段階でFMEA（故障モード影
響解析）を実施して客先不具合や
後手間がないような型設計を実施

３．寸法はトリプルチェックにて出荷、
Aで改善を検討し、次回製品に反
映（VA実施）

TOPICS
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企業詳細はこちら

企業詳細はこちら

企業詳細はこちら
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ボール盤加工)までを行っております。 ブッ
シュに関しては円周方向だけでなく軸方向
への内径油溝の加工も行っております。

TOPICS
先代からの60年以上の汎用旋盤の技術を継承し、現在に至っております。
単品、小ロット品を汎用旋盤で加工することによりNC旋盤よりも段取り
時間を短縮でき、加工時間の短縮が図れます。
弊社では最大で外径φ270x600程度までのスリーブの全加工（深く幅
の広い内径、外径の溝や、テーパー等を含む）を全て汎用旋盤にて行
います。
また、台形ネジ（ピッチ12までの実績あり）の加工も行っております。
ブッシュの内径に軸方向の油溝（Ｒ溝）を入れる事も可能です。
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今月のモノづくりPICK UP！企業

バンコク事務所
副所長

西田　光孝

CNC付ワイヤ放電加工機

マテリアルハンドリング
（FAシステム）
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担当者のコメント（氏名：武内　洋介）
　今回、小倉織の地域団体商標登録にたずさわれたことを光栄に思っています。また、スムー
ズに登録できたのは、小倉織協同組合の皆様の熱意があってのことと感謝しております。
　近年、小倉織はインテリアや建築の分野での使用も盛んになっており、また福岡県知事
指定特産工芸品にも指定されました。今後一層のブランド力向上が図られると思いますの
で引き続き支援を続けてまいりたいと思います。

知的財産支援センター
Bu s i n e s s  S uppo r t  F ukuoka

　福岡県知的財産支援センターでは、INPIT福岡県知財総合支援窓口と連携し、中小企業者の皆様が企業経営の中
で抱える知的財産に関する悩みや課題について、窓口相談や知財専門家等の活用等を通じて総合的に支援します。
　このコーナーでは、窓口支援、特許等の活用、地域団体商標などの支援活動をご紹介します。

支援に至った経緯
　小倉織を製造・販売している企業から福岡県知財総合支援窓口に、小倉織のブランドと品質を守るために商標の
活用を検討したいという相談がありました。ところが「小倉織」は「地域の名称＋商品の普通名称」のみからなる
商標であるため、自他商品の識別力がないとして特定の企業が商標登録することはできません。そこで、小倉織生
産者の団体を作って、地域団体商標に登録することを勧め、専門家（弁理士）派遣を利用して登録と運用規定整備
の支援を行いました。

知財総合支援窓口での主な支援内容
（１）地域団体商標登録要件の説明

　登録するための４つのポイントと、その中でも④が特に
重要であることを専門家から説明をしていただきました。
①地域に根ざした団体の出願であること
②団体の構成員に使用させる商標であること
③地域の名称と商品に関連性があること
④一定の地理的範囲である程度有名であること

（２）周知性データの収集と出願
　小倉織が需要者（最終消費者や取引事業者）に知られて
いることを示す客観的事実を示す資料として、販売数量が
記載された伝票類や新聞記事等を集めていただきました。
これまで新聞や雑誌に多く取り上げられ、販売実績も豊富
であったことから出願後は拒絶理由通知の送達もなく登録
することができました。

（３）運用規定の整備
　地域団体商標の使用方法を管理するため、また小倉織
の品質を確保するために、「地域団体商標管理運営規程」
および「小倉織の認定条件」を策定するための支援を行
いました。

窓口支援事例  「小倉織」の地域団体商標登録

◇登録商標：小倉織　　　◇商標権者：小倉織共同組合　　　◇登録番号：第6602824号
◇指定商品：福岡県北九州地域に由来する製法により北九州市及びその周辺地域で生産された綿織物
◇所 在 地：福岡県北九州市小倉北区大手町３番1ｰ107号
◇ホームページ　URL　https ://www.kokuraor i .net/

【小倉織について】
小倉織は江戸時代から袴や帯の生
地として生産されていましたが、近代
化の波にのまれて昭和初期には生産
が途絶えていました。
その後1984年に北九州生まれの
染織家築城則子氏が蘇らせ、今では
北九州の代表的な伝統工芸品となっ
ています。

はじめに
江戸時代から続く歴史と格式のある日本庭園を有する八芳園が、
東京の白金台プラチナ通りにポップアップ型ショールーム
「MuSuBu」を開設しました。そこでは、毎週末、日本各地の特産
品の魅力を伝えるイベントが開催されています。
ふくおか６次産業化・農商工連携サポートセンターでは、その

「MuSuBu」で、福岡県内の10のいちご農園が作るいちごとその
加工品を展示販売するイベント「福岡いちご収穫祭 LOVE LOVE 
STRAWBERRY」を開催しました。イベントの様子をレポートします。

イベントの様子
「福岡いちご収穫祭 LOVE LOVE STRAWBERRY」は、２月
８日（水）から２月12日（日）までの５日間開催しました。期間中は、
10のいちご農園の青果と加工品の販売を中心に、八芳園のシェフ
が創作した福岡県産いちごを使ったオリジナルメニューやパンの販
売、当センターが支援して開発された加工食品の展示販売、福岡
県の観光PRなどを行いました。また、２月11日（土）と２月12日（日）
には、体験ワークショップや栽培のこだわりを農園自らが伝えるトーク
ライブも行いました。
２月10日（金）は都心にしては珍しく雪が降り、来場者は少なかっ
たものの、週末は天候に恵まれたこともあって大盛況で、完売する
商品が続出しました。
今回のイベントで特にご好評いただいたのは、いちご農園の「あま
おう」を一粒ずつ食べ比べすることができるビュッフェでした。同じ「あ
まおう」でも農園ごとに味が異なるため、お客様ごとにお気に入りの
栽培ができていました。気に入った農園の「あまおう」を何パックも
ご購入されるお客様もいらっしゃいました。
出展された農園の方からは、「一人では東京に出展できなかった
ので、こういう機会があって良かった」というお声をいただきました。

今回のイベントには、福岡県にゆかりのある方をはじめ、様々な年
齢層の方々にご来場いただき、いちご以外の加工食品の販促にもつ
ながりました。小売業のバイヤーもご来場いただき、農園の方との商
談も行われました。首都圏での固定販路の確立につながることが期
待されます。

おわりに
東京でのイベント開催は、当センターとして初めての試みで、仕
入れ数や価格設定等反省点もありました。今回の経験を教訓にし
て、来年度も販促イベントを実施する予定です。
当センターでは、今回のようなイベントだけでなく、展示商談会や
モニター調査会も開催しています。店頭POPやディスプレイ、法人
向け営業資料といった販促物の作成支援も行っています。ぜひご利
用ください。

福岡いちご収穫祭
LOVE LOVE STRAWBERRY

ふくおか６次産業化・農商工連携サポートセンター　TEL：092-622-7575　HP https://f6jnsc.jimdofree.com/
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福岡県からのお知らせF rom 
Fukuoka 
Prefecture 

設備投資をお考えの企業の皆様へ

グリーンアジア国際戦略総合特区の支援制度

１．税制上の支援措置
特区事業を行う事業者の設備投資を法人税の軽減等によって支援します。
〈法人税の軽減〉
○機械・装置（２千万円以上）、研究開発用の器具・備品（１千万円以上）
税額控除　 10％　または　特別償却　34％
○建物及び附属設備、構築物（１億円以上）
税額控除　　５％　または　特別償却　17％

〈地方税の減免〉　不動産取得税の課税免除等
〈対 象 事 業〉　環境性能の高い製品の開発、生産
〈適 用 期 限〉　令和６年３月31日　※適用期限が２年延長されました！

２．金融上の支援措置（利子補給制度）
金融機関からの借入れに対して、国が予算の範囲内で利子補給金を支給します。
〈利子補給金概要〉　利子補給率0.7％以内　　利子補給金の支給期間　５年間

３．地域独自の支援措置（中小企業設備投資促進補助金）
特区事業者に部品や素材を供給する県内中小企業の設備投資を補助金の交付によって支援します。
〈助 成 額〉○一 般 枠：設備取得額の15％以内の額（上限 400万円）

○特例枠（※）：設備取得額の25％以内の額（上限 600万円）
※半導体、蓄電池（車載用）、洋上風力発電機、水素エネルギーに関する一定の事業の用に供する設備を取得す
る場合

〈交付要件〉
○生産設備：対象設備の取得額の合計が500万円以上
○開発設備：対象設備の取得額の合計が250万円以上

地域経済牽引事業への支援制度
地域経済牽引事業を行う事業者の設備投資を法人税の軽減等によって支援します。
※（　）内は上乗せ要件（直近事業年度の付加価値増加率が８％以上 等）を満たす場合
〈法人税の軽減〉
○機械・装置、器具・備品：税額控除　４％（５％）または特別償却　40％（50％）
○建物及び附属設備、構築物：税額控除　２％ または特別償却　20％
〈地方税の減免〉　不動産取得税の課税免除等
※取得価額の合計が２千万円以上であることが要件。
※上記特例を受けるためには県の計画承認に加えて、国の先進
性等の確認を受ける必要があります。

地域経済牽引事業とは・・・
①地域の特性を活かし、
②高い付加価値を創出し、
③地域の事業者に対する相当の経済的波及効果が
　見込まれる事業

〈お問い合わせ先〉
福岡県 商工部 産業特区推進室
T E L：092-643-3416　FAX：092-643-3417
e-mail：g reenas i a@p re f . f ukuoka . l g . j p

例えば・・・
○低燃費自動車 または その部品
○パワー半導体 または その部品
○再生可能エネルギー関連製品など、 省エネ、省資源に資す
る製品

特例枠は令和４年度から新設！

▲本特区について ▲中小企業設備投資促進
補助金について

▲地域経済牽引事業
について
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